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第第１１❶❶  ダダイイババーーシシテティィᑵᑵ労労ࡣࡣఱఱかか  
  
 ダイバーシティᑵ労にࡣከࡃのពࢀࡲྵࡀるࠋ 
 
１１．．社社会会のの୍୍員員ࡋࡋてて、、ከከᵝβ࡞࡞働働࡙࡙ࡁࡁららいいேே々々のの働働ࡃࡃ⎔⎔ቃቃࡀࡀ整整ഛഛࢀࢀࡉࡉ、、୍୍⥴⥴にに働働ࡃࡃ  
  

ᅗᅗ表表 11 個別積上げ方式による働きづらさを抱える者の推計結果 (万人) 

類型 総数 うち無業者 うち就業増加期待数
障害者 403 255 128
難病患者 47 18 8
糖尿病患者 186 49 10
がん患者 49 20 8
エイズ/HIV患者数 2.0 0.5 0.3
高次脳機能障害者 8.0 4.4 1.9
若年性認知症患者 3.8 3.4 2.4
ギャンブル依存症 56
薬物使用者(生涯経験あり) 216
アルコール依存症 43
LGBT等 235
社会的養護施設退所者 11
刑務所出所者等 30 12 9
ニート(15〜34歳) 53 53 24
不本意フリーター(15〜34歳) 20 0 0
就職氷河期世代(支援対象者) 125 75 52
広義引きこもり 54 41 22
ホームレス 0.3 0.3 0.1
ネットカフェ難民 0.5 0.2 0.1
貧困母子家庭 36 8 8
貧困父子家庭 1.8 0.4 0.4
生活保護世帯(その他の世帯) 25 16 16
総数（重複調整後） 1,518 515 269
高齢者（65〜69歳） 946 505 178
総数（高齢者を含む） 2,464 1,020 447  
（ฟᡤ）「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス検討部会 2019年度報告᭩」  
  
ダイバーシティᑵ労の第 1 のពࡣ、社会の୍員ࡋて、ከᵝ࡞働࡙ࡁらいே々の働ࡃ
⎔ቃࡀ整ഛࢀࡉ、୍⥴に働࡛ࡇࡃあるࠋ働࡙ࡁらࢆࡉᢪ࠼る⪅ࢆಶูに✚ࡆୖࡳる

1,500ேࢆ㉸࠼る（ᅗ表 業࡛↓ࡕ࠺のࡇ、ࡀるࢀࡲྵࡶ⪅現ᅾ働いているࡣの୰にࡇࠋ（1
ᑵ労ᕼᮃࡀある⪅࡞、支にࡼりᑵ労⪅ᩘの⣧ቑࡀᮇᚅ࡛ࡁる⪅ࡀ⣙ 270 ேいる᥎
ᐃࢀࡉるࠋ 
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２２．．多多様様なな働働きき方方でで働働くく  
  
 ダイバーシティ就労の第 2 のពは、障ᐖ⪅ࡔけでなく、多様な働きづらさを抱える人々

が、一⯡社会の一員として、いࡺࢃる保ㆤ就労㹼࣏ࢧートき就労㹼一⯡就労、と多様な働

き方で働くࡇとであるࠋ 
障ᐖ⪅就労ないし多様な働きづらさを抱える人々の就労は、ձ一⯡労働ᕷሙでの就労（一

⯡就労）、ղ支援（援ຓ）き㞠⏝・就ᴗ、ճ保ㆤ就労（㞠⏝）、մࢹイクティࣅティ・ࢭ

ンࢱーでの就労の 4 㢮ᆺにูするࡇとができる（ᅗ⾲  ࠋ（2
 
  ᅗᅗ⾲⾲ 22  ᅜᅜ㝿㝿ⓗⓗなな障障ᐖᐖ⪅⪅就就労労なないいしし多多様様なな働働ききづづららささをを抱抱ええるる人人々々のの就就労労のの㢮㢮ᆺᆺ    
①  一般労働市場での就労（一般就労） 

企ᴗ、බົ部㛛、NPO➼で、「合理ⓗ㓄៖」➼を㝖き、≉ẁの࣏ࢧートなし 

に働くࡶのࠋ 

②  支援（援助）付き雇用・就業 

supported employmentのヂで、一⯡労働ᕷሙでの就ᴗをᐇ⌧ないし⥔ᣢする 

 ࠋのࡶをᚓながら就労する（➼ࢇᡤᚓ⿵て、ࢳーࢥジࣙブ）ート࣏ࢧめの何らかのࡓ
③  保護就労（雇用） 

sheltered work ࡓࡲはsheltered work employmentのヂで、一⯡労働ᕷሙで 

の就ᴗが㞴しい方々に、保ㆤⓗ環境のୗ、ࣜ     ࡸラムと就労ࢢテーシࣙン・プロࣜࣅࣁ

就労㛵㐃活ືをᥦ౪するࡶのࠋ 

④  簡易就労 

㔜度障ᐖないし㔜度の働きづらさを抱え、᭱ప㝈のసᴗ活ື௨外㞴しい人々にᑐ 
      し、᪥ᖖ生活ୖの支援、㌟体ᶵ⬟ࡸ生活⬟力のྥୖのࡓめに必要な援ຓ、そしてస 

ⓗ活ື・生⏘活ືのᶵ会のᥦ౪を⾜࠺「ࢹイクティࣅティ・ࢭンࢱー」➼での⡆᫆ 
な就労ࠋ 

 
（１）社会の一員として、多様な働きづらい方々の働く環境が整備され、一緒に働くࡇと、

（２）働きづらさを抱える人々が多様な働き方で働くࡇとができるࡇと、はୡ⏺の₻ὶとな

 ࠋているࡗ
さて、ୡ⏺の障ᐖ⪅就労のືྥをࡳると、次の 2 Ⅼがᣦできるࠋ 
第 1 に、㞠⏝・就ᴗୖ、何ができないか（࣡ーク・ࢹィスࣜࣅティ）から、何ができる

か（࣡ーࣜࣅ࢝ティ）の政⟇㌿が進⾜しているࠋ何ができるかのホ౯にᇶづきᑐ㇟を᫂

確にし࣏ࢧࡓートが㔜どされる࠺ࡼになࡾ、一⯡労働ᕷሙでの就労ಁ進、保ㆤ就労から支援

き㞠⏝（࣏ࢧーテッ࢚・ࢻンプロイ࣓ント）がᛴ㏿にᗈがࡗているࠋ 
第 2 に、障ᐖ⪅ࡔけでなく、多様な働きづらさを抱える方々のཷけධれを目ᣦすືきが

ᙉࡗࡲているࠋすなࡕࢃ、㈋ᅔ、障ᐖ、ᩍ⫱のḞዴ、ᐙᗞᔂቯなで、社会ⓗにᏙ❧してい
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るே々ࢆ、社会の௰㛫ࡋて「ໟࡳ㎸ࡴ」、ࢯーシࣕル・インࢡルーࣙࢪン政⟇ࡀᗈࡗࡀて

いるࠋ障ᐖ⪅ࡔけ࡛ࡃ࡞、「働ࡓࡁいのに働け࡞いከᵝ࡞ே々」ࢆ社会に、୍⯡の労働の場

にໟྵࡋてい࠺ࡇい࠺ὶࢀにࡗ࡞ているࠋ 
2つのືࡵࡲࢆࡁる、ᅗ表 3の࠺ࡼに࡞るࠋᅗ表 ࢆᶓ㍈に୍⯡ᑵ労の⛬度、ࡣ3࡛

⪅㇟のᑐ障ᐖ⪅௨外ࡣ㍈に⦪、（るࡲᙉࡣᑵ労の⛬度⯡୍、ࡃにいྑ）ࡋࢺࢵࣟࣉ

ᣑ⛬度ࡋࢺࢵࣟࣉࢆている（ୖにいࡃ、障ᐖ⪅௨外のே々にᑐ㇟⪅ࡀᣑࡍる）ࠋከ

 ࠋるࢀら࠼⪄ているࡋ࠺ࡼࡏࡉ⾜⛣りྑୖにࡼࡣ理ᛕⓗにࡶࡃ࡞の国࡛、ᑡࡃ
 

 
（ฟᡤ）ダイバーシティᑵ労支機構సᡂ 

 
３３．．ከከᵝβ࡞࡞ᙧᙧ࡛࡛支支ࡍࡍるる  
  
ダイバーシティᑵ労の第 3 のពࡣ、ከᵝ࣓࡞ンバーから࡞るᆅᇦ࣡ࢺࢵࢿーࡀࢡ構⠏

、ࡣ労働⾜政ࠋある࡛ࡇるࡍᙧ࡛支࡞てከᵝࡋ༠働ࡀていて、労働⾜政、厚生⾜政ࢀࡉ

㞠⏝、⫋業⬟ຊ㛤Ⓨ関ಀ࡛ከᵝ࡞⟇ࢆᒎ㛤ࡋているࠋ厚生⾜政ࡶከᵝ࡞⚟♴⟇ࢆᒎ㛤ࡋ

ているࠋᆅᇦࣞ࣋ル࡛ࡶ、⮬య、ᑵ労支事業⪅（ᑵ労⥅⥆支 A ᆺ事業ᡤ、ᑵ労⛣⾜
支事業ᡤ➼）、୰㛫支⤌⧊（ᆅᇦ社会⚟♴༠㆟会、ᑵ労・生ά支ࢭンࢱー➼）、ࣟࣁー

࣡ーࢡ、ⱝ⪅࣏ࢧーࢺステーシࣙン、企業（企業ᅋయ）➼ࡀᐦ᥋に㐃ᦠࡍるᚲ要ࡀあるࠋ  
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第第２２章章  ダダイイババーーシシテティィ就就労労推推進進のの必必要要性性  
  
ダイバーシティ就労の推進は、ಶ人にとࡗてࡶ、企ᴗ社会にとࡗてࡶ、政ᗓにとࡗてࡶ、

プラスになるࠋ 
 

１１．．働働ききづづららささをを抱抱ええるる人人々々のの生生活活のの質質をを高高めめるる  
ࠋれるࠗࢃくࡼゝⴥが、᭱㏆の政ᗓᩥ書では࠺とい（well being）ࢢーインࣅ・ェࣝ࢘ ᖹ

成 30 年度ཌ生労働┬㞠⏝政⟇研究会報告書（2019年 7᭶）࠘ でࡶ、「就ᴗ㠃からの࢘ェࣝ・

を「働き方を労働⪅が体ⓗに㑅ᢥできる環境整備の推進・㞠⏝᮲௳のᨵ「ୖྥࢢーインࣅ

ၿ➼を㏻ࡌて、労働⪅が⮬らᮃࡴ生き方にἢࡓࡗ㇏かでᗣⓗな⫋ᴗ人生を㏦れる࠺ࡼに

なるࡇとにࡾࡼ、⮬らのᶒࡸ⮬ᕫᐇ⌧が保障され、働きがいをᣢࡕ、㌟体ⓗ、⢭⚄ⓗ、社

会ⓗにⰋዲな状ែになるࡇとをさすࠋ」とᐃ⩏しているࠋ働きづらさを抱える人々の就労支

援は、支援ᑐ㇟⪅の࢘ェࣝ・ࣅーインࢢのྥୖを目ᣦすࡶのでなけれࡤならないࠋ 
 
２２．．労労働働力力のの確確保保、、経経済済成成長長にに資資すするる  
 生⏘年㱋人ཱྀがῶᑡᒁ㠃にධࡾ、人ᡭ㊊が῝้しているࠋその୰で、すての人々が

ពḧにᛂࡌてその⬟力を᭱㝈にⓎできる࠺ࡼにしていくࡇとは、労働力の確保にᐤ

し、ࡦいては経済成長に資するࠋ第 4 次⏘ᴗ㠉の฿᮶がいࢃれているが、࠺ࡇしࡓ IT 

そのࡸあるが、人ᡭ㊊のୗでは、障ᐖのある人々ࡶ㠃࠺ットの進ᒎは、㞠⏝をዣ࣎ロࡸ

の働きづらさを抱える多くの人々の⬟力を活かすきなྍ⬟性をᣢつࠋ 
 
３３．．社社会会保保障障費費のの増増加加抑抑制制ににつつななががるる  
 ダイバーシティ就労の推進は、「経済・財政・社会保障収支」にプラスとなるࠋダイバー

シティ就労を推進するࡇとで、⟇支ฟそのࡶのは増加するが、GDP（ᅜ内総生⏘）は増加

し、⛯・社会保㝤収ධが増え、་⒪・⚟♴㛵ಀの支ฟがῶᑡするࡇとで、財政・社会保障収

支はᨵၿするࡇとがᮇᚅされるࠋ 
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第第３３❶❶  WWOORRKK!!  DDIIVVEERRSSIITTYYࢺࢺࢡࢡ࢙࢙ࢪࢪࣟࣟࣉࣉ（（ダダイイババーーシシテティィᑵᑵ労労支支◊◊✲✲ࣉࣉララࢺࢺࢵࢵ  
  のの検検討討యయไไࡑࡑ（（࣒࣒ーー࢛࢛ࣇࣇ
  

 ダイバーシティᑵ労ࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓに、௨ୗのయไから࡞る WORK! DIVERSITY ࣟࣉ
 ࠋࡓࡋ⧊⤌ࢆ（࣒ー࢛ࣇࢺࢵラࣉ✲◊ダイバーシティᑵ労支）ࢺࢡ࢙ࢪ
 

１１．．యయ委委員員会会  

  

 各⏺のリーダーࡋてά㌍ࢀࡉている方々ࢆཧ㞟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊、ࡋにつࡁ、ᡤ㧗ᡤ

からࡈពぢࢆいࡃࡔࡓ委員会࡛ある5ࠋのከࡃのࢨࣈ࢜ーバー機関の事ົ方のࢡࣉࢵࢺラス

の方々にࡶ、య委員会࡛ࢨࣈ࢜ࡣーバーࡋてཧຍいࡔࡓいているࠋ 

 

యయ委委員員会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

、委員㛗㸸 Ύᐙ⠜（日本⚾❧Ꮫᰯ⯆・ඹ済事業ᅋ理事㛗、国社会⚟♴༠㆟会会㛗ࠐ

᠕⩏ሿ๓ሿ㛗） 

 委員ࠐ

・生⏣ṇஅ（ඖ厚生労働省⫋業Ᏻᐃᒁ㛗） 

・☾ᙲ᱁（国社会⚟♴ἲே経Ⴀ⪅༠㆟会会㛗） 

・ⵦཎ基㐨（日本社会事業Ꮫᑓ㛛⫋Ꮫ㝔ᐈ員ᩍᤵ、๓厚生労働省事ົḟᐁ） 

・⳥ụ㤾ᐇ（᪩✄⏣ᏛἲᏛᏛ⾡㝔ᩍᤵ） 

・㥖ᮧᗣᖹ（᠕⩏ሿᏛ経済Ꮫ部ᩍᤵ） 

・ᮧᮌ厚Ꮚ（ὠ⏣ሿ⥲ྜ政⟇Ꮫ部ᩍᤵ、ඖ厚生労働事ົḟᐁ） 

・ᒣ⏣ၨ（ி㒔⏘業ᏛἲᏛ部ᩍᤵ、๓ி㒔ᗓ▱事） 
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２２．．企企画画委委員員会会    

  

 本ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయのかྲྀࡌり、ᑵ労支の基本ⓗࣞࣇー࣒構⠏࠺⾜ࢆ委員会࡛あるࠋ 

 

企企画画委委員員会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

 委員㛗㸸 㥖ᮧᗣᖹ（᠕⩏ሿᏛ経済Ꮫ部ᩍᤵ）ࠐ

 委員ࠐ

・ᮅ日㞞ஓ（ᇸ⋢┴❧Ꮫᩍᤵ） 

・᭷ᮧ⚽୍（障ᐖ⪅㞠⏝企業支༠会理事） 

・ụ⏣ᚭ（生άࢡラࣈ㢼のᮧ理事㛗） 

・▼ᓮ⏤ᕼᏊ（ᶓ国❧ᏛᏛ㝔国㝿社会⛉Ꮫ◊✲㝔ᩍᤵ） 

・ዟ⏣▱ᚿ（NPOἲேᢪᶝ理事㛗） 

・ஂ保ᑎ୍⏨（ᑵ労⥅⥆支 Aᆺ事業ᡤ国༠㆟会理事㛗）   

・≀ṇ┤（国㔜度障ᐖ⪅㞠⏝事業ᡤ༠会ᑓົ理事） 

・ᮧᮌኴ㑻（国シルバーேᮦࢭンࢱー事業༠会๓ᑓົ理事） 

 

  

  

３３．．「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会  

  

「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」働࡙ࡁらࢆࡉᢪ࠼る⪅のᑵ労ಁ㐍

の関ಀࢆศᯒࡍる部会࡛あるࠋ 

 

「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

 部会㛗㸸 ᑠᓠ㝯ኵ（ṇᏛᩍᤵ）ࠐ

 部会委員ࠐ

・㓇ග୍❶（ᮾி海ୖ日ືⅆ⅏保㝤㢳ၥ） 

・⏣୰⚽᫂（᫂ᏛᏛ㝔グࣟーバル・࢞バࢼンス◊✲⛉ᩍᤵ） 

・⚟本ᾈᶞ（୕ఫ海ୖⅆ⅏保㝤㢳ၥ） 

・ᒣ⏣⠜⿱（ᛂ⩏ሿᏛ経済Ꮫ部ᩍᤵ） 
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２２．．企企画画委委員員会会    

  

 本ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉయのかྲྀࡌり、ᑵ労支の基本ⓗࣞࣇー࣒構⠏࠺⾜ࢆ委員会࡛あるࠋ 

 

企企画画委委員員会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

 委員㛗㸸 㥖ᮧᗣᖹ（᠕⩏ሿᏛ経済Ꮫ部ᩍᤵ）ࠐ

 委員ࠐ

・ᮅ日㞞ஓ（ᇸ⋢┴❧Ꮫᩍᤵ） 

・᭷ᮧ⚽୍（障ᐖ⪅㞠⏝企業支༠会理事） 

・ụ⏣ᚭ（生άࢡラࣈ㢼のᮧ理事㛗） 

・▼ᓮ⏤ᕼᏊ（ᶓ国❧ᏛᏛ㝔国㝿社会⛉Ꮫ◊✲㝔ᩍᤵ） 

・ዟ⏣▱ᚿ（NPOἲேᢪᶝ理事㛗） 

・ஂ保ᑎ୍⏨（ᑵ労⥅⥆支 Aᆺ事業ᡤ国༠㆟会理事㛗）   

・≀ṇ┤（国㔜度障ᐖ⪅㞠⏝事業ᡤ༠会ᑓົ理事） 

・ᮧᮌኴ㑻（国シルバーேᮦࢭンࢱー事業༠会๓ᑓົ理事） 

 

  

  

３３．．「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会  

  

「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」働࡙ࡁらࢆࡉᢪ࠼る⪅のᑵ労ಁ㐍

の関ಀࢆศᯒࡍる部会࡛あるࠋ 

 

「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

 部会㛗㸸 ᑠᓠ㝯ኵ（ṇᏛᩍᤵ）ࠐ

 部会委員ࠐ

・㓇ග୍❶（ᮾி海ୖ日ືⅆ⅏保㝤㢳ၥ） 

・⏣୰⚽᫂（᫂ᏛᏛ㝔グࣟーバル・࢞バࢼンス◊✲⛉ᩍᤵ） 

・⚟本ᾈᶞ（୕ఫ海ୖⅆ⅏保㝤㢳ၥ） 

・ᒣ⏣⠜⿱（ᛂ⩏ሿᏛ経済Ꮫ部ᩍᤵ） 
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４４．．「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会  

海外の状況ཬࡧ日本の国㝿比較ࢆ整理ศᯒࡍる部会࡛あるࠋ 

 

「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

 部会㛗㸸 ᯇு㍜（ἲ政Ꮫྡᩍᤵ）ࠐ

 部会委員ࠐ

・▼ᓮ⏤ᕼᏊ（ᶓ国❧ᏛᏛ㝔国㝿社会⛉Ꮫ◊✲㝔ᩍᤵ） 

・ᑎᓥᙲ（日本障ᐖ⪅リࣅࣁリテーシࣙン༠会ཧ、 

ඖᾆᏛ⥲ྜᏛ部ᩍᤵ） 

・Ọ㔝ோ⨾（ୖᬛᏛἲᏛ部ᩍᤵ） 

・すᮧ῟（⚄ዉᕝ┴❧保⚟♴Ꮫᩍᤵ）  

 

 

  ーーババーーࢨࢨࣈࣈ࢜࢜．．５５

  

 ௨ୗのᅋయに、ࢨࣈ࢜ーバーࡋてཧຍࢆ㡬いているࠋ 

 

   日本労働⤌ྜ⥲㐃ྜ会ࠐ  日本経済ᅋయ㐃ྜ会ࠐ

   国୰ᑠ企業ᅋయ୰ኸ会ࠐ  日本ၟᕤ会㆟ᡤࠐ

 障ᐖ⪅㞠⏝企業支༠会ࠐ  国㔜度障ᐖ⪅㞠⏝事業ᡤ༠会ࠐ

   財ᅋ♴⚟ࢺ࣐ࣖࠐ  国▱事会ࠐ
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